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２２２２　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価　　　　　　　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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有効回答有効回答有効回答有効回答
者数者数者数者数

評価評価評価評価

144 86 12 11

28.9% 17.2% 2.4% 2.2%

ａａａａ

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

設問設問設問設問

消防署は，火災や事故などが発生した場合に適切に対応し，
いざというときに頼りになる。
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‐

‐

‐

26年度26年度26年度26年度

27年度評価27年度評価27年度評価27年度評価

前回値前回値前回値前回値
指標名指標名指標名指標名

‐

１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市消防局震災消防水利整備計画

担当局・部室

上位政策 26　消防・防災

消防局・警防部

施策施策施策施策のののの評価評価評価評価

施策番号 2602260226022602

施策名 あらゆるあらゆるあらゆるあらゆる災害災害災害災害によるによるによるによる被害被害被害被害をををを最小限最小限最小限最小限にににに抑抑抑抑えるえるえるえる消防活動体制消防活動体制消防活動体制消防活動体制のののの充実強化充実強化充実強化充実強化

　火災などの災害から市民生活を守るため，消防隊等の活動能力の向上，指令管制
の高度化などにより，消防活動体制を充実強化する。

‐

‐
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住宅火災１件当たりの焼損面積（ｍ²）

‐

‐

‐
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‐

‐

27年度回答27年度回答27年度回答27年度回答

客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

1
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49.3%



３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価＋＋＋＋市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価））））

ｃ ａ

25
年
度

＜＜＜＜このこのこのこの施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業＞＞＞＞

1 7,055,207 7,021,960

2 66,451 66,607

3 381,360 361,090
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8
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14

15

16

17

18

19

20

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

担当局
27年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

消防局

消防局

消防局

かなり悪い

普通

－

●住宅火災の焼損面積を縮小させるために，住宅用火災警報器の設置指導や高齢者宅への緊急通報シ
ステム連動の住宅用火災警報器の設置の促進等，火災の早期発見，早期通報に効果のある取組を継続
して実施する。
●水槽車を活用した消防活動戦術の更なる強化及び向上を図る。
●今年度から新たに導入した現場指揮支援システムを有効活用した，現場指揮能力の向上を図る。

C

B

□　市民の実感☑　客観指標

事業費の状況（千円）

26年度
決算額

27年度
予算額

消防活動対策

消防団施設補助

重み付け

事業名

BBBB

（重み付けの理由）
　消防・防災施策については，市民にとって平常時には実感を得にくいものであることから，客観
指標を重視する。

（原因分析）
【客観指標】住宅火災１件当たりの焼損面積に関しては，平成２４年度から実施している，水槽車
等を活用し，より早く放水を開始することを目指す新たな消防活動戦術を徹底した結果，ｄ→ｃ評
価に改善した。
【市民の実感】消防隊，救助隊，救急隊の災害現場活動については，ａ→ａ評価と安定して高い
評価を受けている。

施策施策施策施策のののの目的目的目的目的がかなりがかなりがかなりがかなり達成達成達成達成されているされているされているされている

26
年
度

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討

庁舎施設等整備



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 41.3%

数値 目標年次 達成度

数値

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

25 26 27272727

b d cccc

担当課 警防部消防救助課 連絡先 ２１２２１２２１２２１２－－－－６７３２６７３２６７３２６７３２

施策名施策名施策名施策名 2602260226022602 あらゆるあらゆるあらゆるあらゆる災害災害災害災害によるによるによるによる被害被害被害被害をををを最小限最小限最小限最小限にににに抑抑抑抑えるえるえるえる消防活動体制消防活動体制消防活動体制消防活動体制のののの充実強化充実強化充実強化充実強化

指標名指標名指標名指標名 住宅火災住宅火災住宅火災住宅火災１１１１件当件当件当件当たりのたりのたりのたりの焼損面積焼損面積焼損面積焼損面積（ｍ（ｍ（ｍ（ｍ²²²²））））

数値 根拠

住宅用火災警報器の設置率と住宅火災焼
損面積の推移等から算出

備考

住宅火災１件当たりの焼損面積（平方メートル）

火災による死者数ゼロに向けた火災発生時の市
民の初動活動（発見・通報・初期消火）と消防
隊の活動の効果を示す指標

算出方法：住宅火災の焼損面積の合計÷住宅火災の件数
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

25年 26年

31.2 23.8 7.4m²減 15

根拠

住宅火災1件当たりの焼損面積が
a：15㎡以下
b：15㎡超～21㎡以下
c：21㎡超～28㎡以下
d：28㎡超～34㎡以下
e：34㎡超

・目標値を達成すればa評価
・過去5年の最大値34㎡（34.2㎡）を超
えればe評価
・その間を等分してb～d評価

全国順位
中長期目標


